
' ，、

泣
っ
た
顔
、
違
っ
た
個
性

クラスの友だち

（違った顔，違った偶性）

こ
れ
は
中
学
校
最
後
の
教
科
古
に
当
た
る

『個
人
と
集
団
生
活
』
（
通
し
番
号
四
）
の
冒

頭
に
あ
る
写
真
で
あ
る
。
当
時
の
中
学
校
は

義
務
教
育
の
最
後
の
段
階
で
、

卒
業
し
て
そ

の
ま
ま
就
職
す
る
子
ど
も
も
少
な
く
な
か
っ

た
。
こ
の
写
真
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

に
な
っ
て
い
る
。

「
き
み
た
ち
の
ク
ラ
ス
の
友
だ
ち
を
見
た

ま
え
。
だ
れ
ひ
と
り
と
し
て
全
く
同
じ
人
は

い
な
い
。
太
っ
た
も
の
も
い
れ
ば
、
や
せ
た

も
の
も
い
る
。
背
の
高
い
も
の
、
低
い
も
の
、

か
ら
だ
の
強
い
も
の
、
弱
い
も
の
。
意
志
の

強
い
も
の
も
い
れ
ば
、

だ
ら
し
の
な
い
も
の

も
い
る
。
お
ど
け
た
人
や
内
気
な
人
。
勉
強

の
好
き
な
人
、
嫌
い
な
人
。
ひ
と
り
で
本
を

読
ん
だ
り
、
機
械
を
い
じ
っ
た
り
す
る
こ
と

に
熱
中
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
と
思
う
と
、

み
ん
な
で
野
球
を
や
る
こ
と
ば
か
り
考
え
て

い
る
も
の
も
あ
る
。
み
ん
な
違
っ
た
顔
つ
き
、

逃
っ
た
性
質
、
追
っ
た
趣
味
、

違
っ
た
才

巳
む
O

F

ム
Hn
」今

日
か
ら
す
れ
ば
、

「
だ
ら
し
の
な
い
も

の
」
と
か
「
勉
強
の
」
「
嫌
い
な
も
の
」
な

ど
と
い
う
言
葉
を
無
前
提
に
使
用
し
て
い
る

の
が
気
に
な
る
が
、

却
っ
て
教
科
書
ら
し
く

な
く
新
鮮
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
新
し
い
社
会
を
迎
え
て
、
個

人
の
尊
厳
と
個
性
の
尊
重
が
新
鮮
な
タ
ッ
チ

で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
教
科
書
の
構
成
は

「第
一
諒
個
性
は
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら

れ
発
展
す
る
も
の
だ
ろ
う
か
」
「
第
二
立

個
人
は
ど
の
よ
う
に
し
て
社
会
生
活
に
適
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
「
第
三
草

個

人

は
な
ぜ
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」

「第
四
章
き
み
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し
て

共
同
生
活
の
た
め
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
構
成
の
中
に
、

当
時
の
時
代
的
制
約
の
中
で
、
い
か
に
個
人

の
尊
厳
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
か
そ
の
意
気

込
み
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
の
「
民
主
主
義
」
は
遅
れ
ば
せ
な
が

ら
こ
の
よ
う
に
ス
タ
ー
ト
し
た
経
緯
が
あ
り
、

文
字
の
解
釈
程
度
で
云
々
さ
れ
る
ほ
ど
脆
弱

な
も
の
で
は
な
い
。

- 86-

以
上
、
五
点
に
絞
っ
て
初
期
の
文
部
省
著

作
教
科
曹
を
紹
介
し
て
き
た
。
当
時
の
「
社

会
科
」
を
論
じ
る
に
は、

こ
れ
程
お
も
し
ろ

い
文
献
は
な
い
。
い
ず
れ
ま
と
め
て
み
た
い
。

〈
筑
波
大
学
教
侵
〉

一
い
ま
ど
き
の
若
者
は

例
「
グ
ル
ー
プ
ば
っ
か
り
だ
な
！
？
」

ω
「今
の
世
の
中
、

一
人
で
や
る
勇
気
が

あ
る
や
つ
な
ん
て
い
な
い
！
」

判

「：
：：

へ
l
：
：
：
！
」

ω
「ホ
l
、
親
は
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
、

子
ど
も
は
ロ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
か
！
」

こ
れ
は
、
六
月
初
旬
、

B
S
の
音
楽
情
報

番
組
を
巡
つ
て
の
わ
が
家
の
会
話
。
制
は
紹

介
さ
れ
る
日
本
の
ベ
ス
ト
テ
ン
の
ほ
と
ん
ど

が
グ
ル
ー
プ
で
歌
う
の
に
気
づ
い
た
私
の
つ

ぶ
や
き
。
そ
れ
に
間
髪
い
れ
ず
応
じ
た
長
男

の
言
葉
が

ω。
そ
の
語
気
の
強
さ
と
論
理
？

の
明
快
さ
に
驚
い
て
（
わ
が
子
の
成
長
に
感

動
す
る
母
親
の
思
い
を
込
め
て
・・・・・・
と
私
は

思
っ
た
が
）
発
し
た
言
葉
が

ω。
長
男
に
何

と
な
く
先
を
越
さ
れ
た
気
分
も
重
な
っ
て
、

訳
知
り
顔
で
解
説
を
試
み
よ
う
と
し
た
私
の

屈
折
し
た
気
分
が
ま
ざ
っ
た
言
葉
が

ω。

対
話
は
こ
れ
で
終
わ
っ
た
が
、
そ
の
数
日

後
の
朝
、
長
男
の
言
葉
が
私
の
中
に
残
っ
て

い
た
た
め
か
、
朝
日
新
聞

「
天
声
人
語
」
の

次
の
書
き
出
し
に
目
が
止
ま

っ
た
。

「
い
ま
の
二
O
歳
前
後
の
若
者
た
ち
の
行

動
を
形
容
す
る
の
に

『囲
い
込
み
』
と
い
う

言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
の
に
出
く
わ
し
た
。

『自
分
の
ま
わ
り
に
聞
い
を
つ
く
る。

仲
間

に
し
て
も
、
本
当
に
気
の
合
っ
た
者
だ
け
を

ボ
ッ
ク
ス
の
よ
う
に
固
い
込
む
』
と
い
う
」

（
六
月
二
凶
日
）。

博
報
堂
生
活
総
合
研
究
所

に
よ
る
団
塊
ジ
ュ

ニ
ア
（
一

九
歳
か
ら
二
二

歳
）
の
意
識
と
行
動
に
関
す
る
調
査
結
果
を

用
い
て
の
現
代
若
者
論
。
ま
た
、
『
囲
い
込

み
』
に
加
え
て
、
次
の
五
つ
が
こ
の
世
代
の

特
徴
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

『自
然
体
』（
無
理
し
な
い
、
が
ま
ん
し
な

い
、
対
立
し
な
い
、
気
に
し
な
い
て
『
よ
い

こ
』
（か
つ
て
の
な
ま
い
き
な
若
者
と
は
ち

が
う
）
、

『低
温
』
（
さ
め
て
い
て
現
実
的）

「無
性
化
』
（
男
女
の
区
分
を
気
に
せ
ず
）

『摩
擦
回
避
世
代
』、
（
常
識
、
自
分
の
心、

人
と
の
関
係
に

つ
い
て
無
意
識
に
摩
擦
を
避

砂
ょ
う
と
す
る
）
。

こ
の
特
徴
と
先
の
長
男
の
言
葉
か
ら
、
私

は
次
の
三
つ
の
デ
i
タ
を
思
い
出
し
た。
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①
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ー
ク
が
昭
和
五

0
年
代
半
ば
、
そ
の
後
す
な

わ
ち
一
九
八

0
年
代
は
横
ば
い
。
と
い
う
こ

と
は
、
③
「
進
学
率
」
が
横
ば
い
状
態
に
な

っ
た
頃
に
、
①

「ビ
デ
オ
」
と
②
「
コ
ミ
ッ

ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
急
激
に
L

上
昇
し
て
い
っ

た
わ
け
で
あ
る
。
三
者
の
関
係
は
？

こ
の
三
グ
ラ
フ
に
興
味
を
も
っ
た
の
は
一

九
九
O
年
、
養
女
連
続
殺
人
事
件
に
よ
っ

て
'89 

，：百万・・；：111などへの通学事

•10 55 50 
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現
象
の
調
査

流
行
語
と
な
っ
た

「
お
た
く
」

を
し
て
い
た
と
き
で
あ
っ
た
。

ニ

「
囲
い
込
み
」
の
背
景

「
個
室
文
化
4
勉
強
部
屋
？
」、
こ
れ
が
①

②
の
グ
ラ
フ
を
み
て
の
直
観
、
さ
ら
に
そ
れ

は
③
の
グ
ラ
フ
で
確
信
に
変
わ
っ
た
。

ま
ず
、
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
店
の
拡
大
。
こ

れ
は
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
（
略
し
て
A
V）
が

若
者
に
支
持
さ
れ
た
こ
と
が
主
要
因
。

A
V

は
非
常
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
文
化
、
誰
に
も
邪

魔
さ
れ
ず
に
一
人
で
見
る
こ
と
で
そ
の
本
来

の
機
能
？
を
発
揮
す
る
メ
デ
ィ
ア
。

と
い
う

こ
と
は
、
他
者
か
ら
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
と
ビ

デ
オ
＋
テ
レ
ビ
の
個
人
化
が
前
提
条
件
。
こ

れ
ま
で
茶
の
間
の
文
化
の
中
心
に
あ
っ
た
テ

レ
ビ
が
、

A
V
（
こ
れ
は
オ
ー
デ
ィ
オ
・
ビ

ジ
ュ
ア
ル
の
略
）
機
器
と
な
っ
て
、
ヤ
ン
グ

ア
ダ
ル
ト
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
世
界
の
演
出
ツ

ー
ル
に
進
化
？
し
た
わ
り
で
あ
る
。

「
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

（略
し
て
コ
ミ

ケ
）
も
同
様
の
条
件
が
必
要
。
こ
の
時
期

（八

0
年
代
）
の
コ
ミ
ケ
と
は
、
年
一
回
、
東

京
の
附
海
国
際
貿
易
セ
ン
タ
ー
に
全
国
の
マ

ン
ガ
マ
ニ
ア
が
自
分
の
作
品
（
同
人
誌
）
を

持
ち
寄
る
位
界
。
女
性
八
O
%
、
男
性
二
O

%
と
女
性
が
多
く
、
「
や
お
い
族
」
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
女
性
が
描
く
性
的
に
過
激
な

作
品
も
少
な
く
な
い
。

A
V店
と
問
機
に
コ

ミ
ケ
も
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
作
業
と
閉
ざ
さ
れ
た

空
間
が
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
世
界
で
あ
る
。

な
ぜ
こ
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
時
空
が
可
能
に

な
っ
た
か
。
私
の
結
論
は
か
勉
強
部
屋
の
普

及
。
。
根
拠
は
③
の
グ
ラ
フ
。
八

0
年
代
以

後
、
高
校
は
九
割
以
上
、
大
学
は
四
割
前
後

の
進
学
率
。
さ
ら
に
現
在
は
専
門
学
校
等
を

含
め
、
七
割
前
後
が
高
校
卒
業
後
も
進
学
す

る
時
代
。
こ
の
進
学
率
の
上
昇
は
、
勉
強
部

屋
と
い
う
名
の
個
室
が
全
国
の
家
庭
に
普
及

す
る
過
程
で
も
あ
っ
た
は
ず
。

さ
ら
に
、
こ
の
こ
と
は
日
本
に
生
ま
れ
た

子
ど
も
の
多
く
が
こ
O
才
過
ぎ
ま
で
学
校
と

い
う
世
界
の
中
で
生
き
る
（
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
）
こ
と
で
あ
り
、

一
人
の
社
会
人
と
し

て
自
立
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
、
思
春
期

か
ら
脅
年
期
に
か
け
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
形
成
が
学
校
を
核
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
他
方
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成

と
は
、
自
己
と
自
己
を
取
り
巻
く
社
会
の
認

識
す
な
わ
ち
社
会
観
と
が
一
体
に
な
っ
た
自

己
認
識
（
同
一
性
）
の
形
成
の
こ
と
。

し
た
が
っ
て
、
八

0
年
代
に
①
②
の
グ
ラ

フ
を
右
に
押
し
上
げ
た
若
者
と
は
、
社
会
観

形
成
の
場
が
学
校
中
心
に
な
っ
た
最
初
の
世

代
、
グ
ラ
フ
上
昇
後
の
八

0
年
代
末
に
思
春

期
を
迎
え
た
の
が
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
学
校
中
心

第
一
世
代
の
社
会
観
、
あ
る
い
は
先
に
紹
介

し
た
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
特
性
は
オ
モ
テ
と
ウ

ラ
い
ず
れ
の
文
化
の
影
響
か
。

三

学
校
は
オ
モ
テ
か
ウ
ラ
か

l
 

I
 

l
 

（遊びの世界）

（学校の授業）

（学校の儀式）

日常的〔オモテ〕

II 

非日常的〔ウラ）
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（家庭生活）

IV 

〔ウラ〕私的

こ
の
図
は
社
会
生
活
を
「
公

l
私
」「
日

常
｜
非
日
常
」
と
い
う
こ
つ
の
軸
で
分
類
し

た
も
の
。
子
ど
も
の
場
合
、
「
I
」
は
「
学

校
の
授
業
」
、
「
W
」
は

「家
庭
生
活
」
、

「
H
」
は

「学
校
の
儀
式
」
、
「

m」
は
「
遊

び
の
世
界
」
と
な
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
「
I
」



が
前
び
の
，rも
い
れ
ば
、
成
長
の
度
合
い
に

ι
，
て

も
拠
な
る
。
ま
た
、

「遊
び
」
が

，
m
tで
あ
る
た
め
に
は
、
親
や
教
師
の
目

か
ら
離
れ
た
子
ど
も
た
ち
自
身
の
世
界
で
あ

る
こ
と
が
前
提
条
件
と
な
る
。

こ
の
分
類
を
「
オ
モ
テ
文
化
」
と
「
ウ
ラ

文
化
」
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、
原
理
的

に
は
四
つ
の
世
界
そ
れ
ぞ
れ
「
オ
モ
テ
｜
ウ

ラ
関
係
」
が
あ
る
は
ず
。
だ
が
相
互
の
関
係

で
は
、
「
公
」
に
対
し
て
「
私
」
が
、
「
日

常
」
に
対
し
て
「
非
日
常
」
が
「
ウ
ラ
」
に

位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
公
的

世
界
の
文
化
」
に
対
し
て
は
「
私
的
世
界
の

文
化
」
の
方
が
、
ま
た
「
私
的
世
界
」
で
も

「
日
常
的
」
よ
り
は
「
非
日
常
的
」
の
方
が

「
ウ
ラ
文
化
」
度
？
が
高
い
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
学
校
は

「
I
」
と
「
H
」
の

世
界
が
中
心
。

「川
」
と
「
W
」
は
学
校
の

外
の
世
界
の
問
題
。
子
ど
も
の
世
界
が
学
校

中
心
に
な
る
と
は
、
「
l
」
と
「
U
」
が
増

え
て
「
山
」
と
「
W
」
が
減
少
す
る
こ
と
。

オ
モ
テ
と
ウ
ラ
の
関
係
か
ら
み
れ
ば
、
学
校

と
い
う
「
オ
モ
テ
文
化
」
が

「
家
庭
生
活
」

や
「
遊
び
の
世
界
」
の
「
ウ
ラ
文
化
」
に
進

出
（
侵
略
？
）
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
や
コ
ミ
ッ
ク
を

オ
モ
テ
文
化
と
み
る
人
は
い
な
い
は
ず
。
逆

に
進
学
は
オ
モ
テ
文
化
の
代
表
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
先
の
グ
ラ
フ
の
「
③
進
学
率
」

が
ピ
ー
ク
・
横
ば
い
期
に
「
②
A
V店
」
と

「③
コ
ミ
ケ
」
が
急
上
昇
と
は
、
子
ど
も
の

社
会
生
活
が
「
学
校
の
オ
モ
テ
文
化
」
に
誼

ら
れ
た
時
に
「
ウ
ラ
文
化
」
が
興
隆
し
始
め

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
か
。

四

勉
強
部
屋
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
に
と
っ
て
重
要

な
の
は
、
男
あ
る
い
は
女
で
あ
る
と
い
う
こ

と
。
ア
ダ
ル
ト
な
世
界
へ
の
関
心
で
あ
る
。

だ
が
、
学
校
の
オ
モ
テ
文
化
に
は
、
健
全
で

平
等
な
男
女
の
文
化
は
あ
っ
て
も
、
。
ア
ダ

ル
ト
な
性
の
文
化
H

は
な
い
。

学
校
が
教
え
ら
れ
る
の
は
性
交
、
射
精
、

受
精
、
受
胎
な
ど
の
性
に
関
す
る
科
学
的
知

識
の
み
。
生
物
と
し
て
の
性
差
（
セ
ツ
ク

ス
）
と
社
会
的
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
1
）
の
険

路
を
か
き
分
け
て
、
男
の
子
が
男
に
な
り
女

の
子
が
女
に
な
る
ノ
ウ
ハ
ウ
、
た
と
え
ば
恋

人
を
獲
得
す
る
た
め
の
話
術
や
化
粧
術
や
セ

ッ
ク
ス
の
方
法
を
教
え
ら
れ
な
い
。

こ
れ
ら
は
「
家
庭
生
活
」
や

「
遊
び
の
世

界
」
に
お
い
て
、
し
か
も
「
オ
モ
テ
」
で
は

な
く
「
ウ
ラ
」
の
文
化
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て

き
た
も
の
。
だ
が
、
八

0
年
代
以
後
こ
れ
ら

を
学
校
の
方
モ
テ
文
化
は
侵
略
し
続
け
た
。

祭
り
、
ゲ
l
セ
ン
、
ス
ー
パ
ー
、
全
て
に
健

全
育
成
の
目
が
光
り
、
自
販
機
か
ら
一
般
暫

店
ま
で
、
ア
ダ
ル
ト
な
ウ
ラ
の
文
化
を
追
放

し
た
。
そ
し
て
各
家
庭
に
勉
強
部
屋
と
い
う

オ
モ
テ
の
文
化
の
植
民
地
を
築
い
た
。

だ
が
、
子
ど
も
違
の
方
も
負
け
て
は
い
な

い
。
学
校
が
期
待
す
る
ほ
ど
健
全
で
も
純
粋

で
も
な
く
、
健
康
な
男
と
女
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
思
春
期
の
あ
が
き
の
過
程
で
子
ど
も

で
は
な
く
大
人
の
男
と
女
の
世
界
を
生
き
よ

う
と
す
る
者
が
見
出
し
た
の
が
、
勉
強
部
屋

を
自
由
な
遊
び
空
間
に
読
み
か
え
る
こ
と
。
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そ
の
中
に
い
る
か
ぎ
り
、
自
己
と
そ
の
世
界

を
自
由
に
表
現
す
る
ア
ク
タ
ー
に
変
身
で
き

る
こ
と
に
気
づ
い
た
か
ら
で
あ
る
。

勉
強
部
屋
は
学
校
文
化
す
な
わ
ち
オ
モ
テ

文
化
が
家
庭
生
活
に
浸
透
し
た
結
果
生
ま
れ

た
世
界
。
そ
れ
が
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
や
過
激

な
コ
ミ
ッ
ク
描
写
と
い
う
新
た
な
ウ
ラ
文
化

興
隆
の
場
を
保
証
し
た
わ
げ
で
あ
る
。
オ
モ

テ
文
化
の
侵
略
が
現
代
ウ
ラ
文
化
再
生
産
保

護
区
を
生
み
出
す
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
、
こ
れ
が

三
グ
ラ
フ
の
隠
れ
た
因
果
連
関
で
あ
る
。

五

閉
ざ
さ
れ
た
ウ
ラ
か
ら
世
界
へ

も
っ
と
も
、
部
屋
の
外
は
学
校
の
オ
モ
テ

文
化
が
輝
く
場
。
部
屋
の
中
も
本
来
学
校
文

化
の
植
民
地
。
そ
こ
で
生
ま
れ
た
ウ
ラ
文
化

も
学
校
文
化
の
光
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
。

改
め
て
天
声
人
語
が
紹
介
す
る
若
者
の
特

性
を
見
直
し
て
ほ
し
い
。
「
自
然
体
』『
よ
い

こ』

『無
性
化
」「
低
温
』
『
摩
擦
回
避
世

代
』、
い
ず
れ
も
学
校
の
秀
才
に
要
求
さ
れ

る
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
は
ず
。
ま
た
「
コ
ミ

ケ
」
の
作
品
の
モ
デ
ル
は
圧
倒
的
に
少
年
ジ

ヤ
ン
プ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
が
、
そ
の
ジ
ャ

ン
プ
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
友
情
・
努

力
・
勝
利
」
は
学
校
教
育
の
理
念
。
ウ
ラ
と

オ
モ
テ
は
ま
さ
に
表
現

一
体
と
な
る
。

そ
の
意
味
で
、
内
側
に

「囲
い
込
み
」
を

求
め
る
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
特
徴
は
、
外
の
変

化
よ
り
内
側
の
秩
序
を
優
先
す
る
学
校
文
化

の
完
成
品
。
特
に
現
実
社
会
か
ら
読
み
取
る

意
欲
と
努
力
を
忘
れ
、
教
科
持
的
現
実
を
教

え
る
技
術
に
執
心
し
て
き
た
社
会
科
は
そ
の

責
任
を
最
も
問
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

た
だ
し
、
学
校
が
ど
う
で
あ
れ
時
代
と
と

も
に
生
き
る
の
が
子
ど
も
た
ち
。
彼
ら
彼
女

ら
は
、
も
う
一
つ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
世
界

に
生
き
て
い
る
。
そ
れ
は
内
側
へ
の
囲
い
込

み
が
、
か
え
っ
て
他
界
と
結
び
つ
く
パ
ラ
ド

ッ
ク
ス
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
バ
ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ
と
一
体
化
し
、
十
数
イ
ン
チ
の

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
世
界
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

結
ぶ
力
も
ま
た
問
塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
個
性
。

団
塊
の
府
代
は
外
に
自
己
を
表
出
す
る
こ

と
で
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
獲
得
し
た
。
そ

の
ジ
ュ
ニ
ア
は
内
に
向
か
っ
て
自
己
を
同

一

化
す
る
世
界
を
描
き
だ
す
。
長
男
の

ご

人

で
や
る
勇
気
が
な
い
」
と
は
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

の
一
人
と
し
て
の
自
己
省
祭
の
は
ず
。

一
見
リ
ア
ル
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
と
思
え
た
親

の
団
塊
は
保
守
の
繁
栄
の
中
に
散
逸
し
、
そ

の
虚
飾
の
中
で
自
己
を
形
成
し
た
ジ
ュ
ニ
ア

の
内
に
向
か
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
メ
デ
ィ
ア

を
介
し
て
世
界
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
。
内

と
外
、
両
者
が
シ
ン
ク
ロ
し
て
新
た
な
時
代

と
社
会
を
創
造
で
き
る
か
ど
う
か
。
そ
の
キ

ー
は
、
多
彩
な
ス
l
フ
ァ
ミ
ソ
フ
ト
や
ア
ダ

ル
ト
C
D
l
R
O
Mが
示
唆
す
る
よ
う
に
、

オ
モ
テ
で
は
な
く
ウ
ラ
文
化
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
お
き
た
い
。

合
こ
の
「
お
た
く
」
の
考
総
が
仙
M
W
打
『
な
ぜ
子
ど
も
は
「
少

年
ジ
ャ
ン
プ
」
が
好
さ
な
の
か
』
に
給
品
。
一
段
を
願
う
。

合
グ
ラ
フ
の
出
典
①
「
ビ
デ
オ
レ
ン
タ
ル
店
数
と
ビ
デ
オ

レ
ン
タ
ル
版
必
矧
」（
小
浜
逸
郎

「
A
V
ギ
ヤ
ル
V
す
べ

て
の
セ
ッ
ク
ス
が
市
川
口
川
に
な
っ
た
と
き
、
も
っ
と
も
リ
ア

ル
で
安
仰
な
ソ
悦
」
、

A
V
が
生
ま
れ
た
」
吋
別

m
g－

U
一

二
U

幼
年
代
の
正
体
！
い
）
②

「
コ
ミ
ッ
ク
マ

ー
ケ

ッ

ト
参
加
行
数
の
倣
移
」
（
米
沢
泌
問
「
コ

ミ
ケ
ッ
ト

世

界
以
大
の
γ
ン
ガ
の
祭
典
」「
別
川
食
品

一
O
凶

お

た

く
の
本
し
）
〈
山
川
附
大
学
教
育
学
部
助
教
授
〉
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a・噌凶・a

阪
ゆ

ω惇
伊
U
WH
ト
）
戦
後
日
本
の
社
会
観
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
は
！
と
聞
か
れ
た
ら
：
：
ん

由
民
厳
怨
／
石
井
利
克
／
糸
井

市
／
河
南

一
／
南
部
波
昭
文
／
小
林
宏
己
／
溢
帽
伸
文
隆
／
森
脇
健
夫

vm世
紀
の
社
会
像
｜
私
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
は
こ
う
な
る

f
l
叩
世
紀
と
出
べ
て
考
え
る
｜
：
：
：
一一一一

安

藤

鐸

次

岩

田

一

守

膨

大

津
利
子
大
野
連
太
郎

二
杉
孝
司

は
闘
闘
剛
闘
闘
倒
閣
制
闘
川
剛
附
川
問
問
附
阿
閣
問
問
問
凶
閣
開
閉
閣
刷
ハ
1
1
1
1
1
1
U

新
し
い
物
差
し
を
自
分
の
カ
で
作
成
を
・
：
－
・
・
・
・
：
：
；
：
・
j

i
－－：・・・・：・・：：・：：：・市
川

四階・・・
一八

数
字
で
見
る
目
・
：
：
：
；
：
：
；
：
：
：
：
E
i
－－：：
j
i
－－
：
：
：
：
：
：
E・E・
－
：
・
伊
東
亮
三
・

5

数
量
を
尺
度
に
・
・
・
・
・
。
：
・
目
・
・
・

・

・：
・・

：：

・・：
・
：：・
：

・：：
岩
永

健
司

パ
ラ
ダ
イ
ム
の
再
考
と
現
実
直
線
の
約
締
位
：
：
・
j
a
－－：
j

i
－
－
－

aaa
－－
：
・
真
住

忠
久
・
：
問

自
由
の
復
権
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
j
i

－－
：
：
：
j
i－
－
：
：
：
抱
野

正
信・・

・ハ

消
費
者
の
行
動
や
窓
議
の
変
化
を
・
・
・
：
・
・
・
・
・
・
・
j
i
－－－：：

・・
j

i
－－：
：：
・

：

大

友

秀

明

．人

中
範
囲
理
誌
と
比
鮫
分
析
約
慨
念
の
係

m：
・
：
・
：
：
・
：
：
：
・
・
・
：
：
：
：
－
j
e
－－
j
i
－－金
子

邦

秀

己

鴎
民
生
活
の
毘
か
さ
を
見
る
物
差
し
：
・
・
・
・
・
・
：
・
：
・：
：
：
・
：
・
：
・
・
・
：
・
・
：
aa
：：・
山
恨

栄

次

・

1

．
剖
世
紀
巴
適
用
寄
る
社
告
観
を
形
成
骨
回
答
視
点

新
し
い
学
力
卸
院
の
育
成

：
・
：
・
：
：
－

j
i
－－：
j
i
－
－
：
：
：
・
：
・
；
E
i
－
－
・
：
：
池
田
孝
徳
・
J

一門

知
に
制
御
さ
れ
た
豊
か
な
感
情
の
相
互
炎
山
山
を
・
：
：
：：

j
i
－－：
：：
j
a
－－：
a
i
－－
－岩
下

修

自
ら
附
．惣設
定
と
解
決
が
出
米
る
学
力
・
：
・
・
・－－・・：・・・・－
J

J
・－－－
－－
－
－
－
：
：
：
・
－
－
；
：
：
：
馬
野
範
雄
・
：
一一八

制
送
人
と
マ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
・
・
・
：
－

a

回目・：・・・・
・・：・
：
：
・
：
・
・
・
－
目
：
・
：
：

・・・・：：

小
松

員
：
川
U

こ
の
闘
に
自
由
主
義
と
民
主
主
議
を
実
現
す
る
た
め
に
：
：
：
：
回
目
：
：
：
j

i
－
－
－
：
・
斎
藤
蹴
武
夫
・
：
門
．

地
球
時
代
に
生
き
る
市
民
形
成
ー
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
異
質
と
の
共
生
で
あ
る
・
・

佐
々
木
勝
男
・
問

「
民
族
の
時
代
L

に
共
生
す
る
社
会
観
を
・
・
・
：
：
・
・
・
・
：
・
：
・
・
・
・
：
：
：
：
・
・
・
・
：
：
：
園
田

雄

春

・

白h

ハ

生
命
・
人
格
、
そ
し
て
地
球
・
：
j
i
－－

：
：
：
：
：
：
・
・
：
－j

i
－
－
：
・
・
：
：
：
・
深
津
久
：
・
同
八

副
到
捌
割
朝
日
割
副
割
岡
引
制
割
引
劇
劉
罰
則
I
l
l
i－－
－

J

－
《
時
代
性

・
先
見
の
明
・
歴
史
の
畿
断
〉
を
ど
う
考
え
さ
せ
る
か
｜

国
際
化

・
多
価
値
社
会
の
中
の
日
本
・
史
学
習
・
・
・
：
：
・
・
－
－
：：・・・・
EE
－
－
：
：
・
・
・
：
：
：
：
：
：
小
俣
盛
男
・
：
岳

、
汝
隠
民
」
か
ら
吋わ
れ
ら
国
民
」
へ
：
・
：
・
・
・
・
：
：
：
・
：
j
i
－－
：
・
：
・
・
・
・
：
j
i
－
－
－
川
崎
英
一

H
・

歴
史
に
お
け
る
「
出
会
い
と
発
見
」
・
・
・
・
・
・
：
・
・
・
：
：

J
i
－－－－－：：：

a
i
－
－
：
小
原
友
行
：
－

A

日
本
史
上
に
み
る
社
会
観
の
転
換
点
｜
文
明
開
化

l
・・
・
・
・
・
・
：
：
：
：
：
・
・
：
：
・
・
佐
藤
照
雄
：
五
点

戦
争
学
習
と
民
衆
へ
の
，
共
感
’
：
j
i
－－・：：
j
i
－－
：
：
：
：
：
：
：
：
j
i－－：：：：・
白
鳥
晃
司
・
：
天

ポ
ス
ト
舗
作
文
化
社
会
へ
；
：
：
：：：－
J
J
・－
j

i
－－：
：
：
・：－
j

i
－－：：
・・j
i
－－
中
野
箪
人
：
し
ハ竺

災
文
化
と
の
後
触
の
拠
点
か
ら
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：

j
i
－－－
j
i
－
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
西
田
幸
一
郎
：
しハ・二

子
ど
も
の
創
造
性
の
発
見
j
i
－－：
J
i
－－：：・：：：：：
j
i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：

Ea－
－
－
本
多
公
栄
：
し
ハ問↑

大
化
の
改
新
で
公
地
公
民
制
が
成
立
し
た
の
か
・
：
：
・
j
a
i
－・：：：：：

J
i
－
－
・
：
：
：
宮
原
武
夫
：
－

u

ハ山一

世
界
史
の
中
で
考
え
る
一
社
会
観
の
コ
ベ
ル
ニ
ク
ス
的
転
楠
観
点
と
は

一

ー
《
時
代
性
・
先
見
の
明
・

歴
史
の
裁
断
V

を
ど
う
考
え
さ
せ
る
か
｜

一

紙
幣
の
変
遷
に
着
目
し
て
の
破
後
史
学
問
：
－
－

j
i
－－－j

i
－－
j
i
－－：：－
j
i
－
－
：
佐
久
間
勝
彦
・
：
穴一

世
界
史
の
中
の
ラ
ス

・
カ
サ
ス
・
：
：
：
：・
j
i
－－－：：・：－－－
j
i
－－：：
：
：：：
j
i
－－白

川

隆
信
・
：
じ
O
一

世
界
史
の
中
で
考
え
き
せ
た
い
歓
材
l
H
M
近
の
託
行
の
社
会
剛
院
と
時
弔
問
題
よ
り
：・
・西
村
公
孝
：
・
じ・二

舷
局
の
遣
を
歩
む
入
銀
史

・
世
界
史
：
：
・
：
：
：
－
j

i
－－
j
i
－－：：：：
J

J
・
－
：
：
ニ
谷
貞
夫
：
七問一

俊
織
時
計
の
出
現
が
社
会
副
院
を
変
え
た
・
：
：
：
：
：
－
－
J

J
・－－：：
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社会を見否物差じ－21世相ど
砂戦後日本の社会観を表すキーワードはー と聞かれ／ り

砂21世紀の社会像ー私のシミュレート はこうなる／
．砂

’砂小特集 価値的知識を扱う授業の理論と方法一の車rlfl
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｜
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世
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ど
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な
る
か

No.6 
ー （愛知県知多郡東浦町＝緒川小学絞）

金閣の奇飯さは，金箔をはってあることだけではありません。

建築物としての奇銭さを倹肘してみると，後満の思いガ見えて

きます。

金閣の建築械式

金l品I＝建築史上でもめずらしい，奇抜なアイ

デアの建築物。

さまざまな挫築様式が混在している。

三l白…中国風のポIi宗 （勝機） ;111：社寺風

二府…鎌倉時代の武家治：武家風

一層…藤原11幸代の寝殿溢：公家風

「公家 ・武家・社寺の三者の上に立って

支配したい」という議i'4のWJlいの象徴

「億ションJ や芸能人の豪邸などがワイドショーのネタ

となりますガ，金閣はそんな程度ではありません。

れよ純金？誌をはった。

1)( t， 当時100万ti:＝現在のお金に換算する と，が~600億円という高級とな る。lJ …のンシヨン航住宅の2…脳）
｛・ 臼 l~J tlM （勘合l"l劫）で大きな利縫をあげる

｛ （輸入生糸は原価の20f脅の高値で売れた。）

l . "1'~集大名に，金｜拡｜建築費用をおI］り当てる。
（~3につづく）

（仙 590円
休 573円）
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